
粕谷和夫観察日記。９月２３日、八王子・浅川でカワセミ会のジュニアクラブ野鳥観察会。川沿いの少年野球上場フェン
スにキカラスウリがあり、白い花をヤブガラシの花に絡んで咲かせていた。よく見かけるカラスウリは、夜咲いて朝に
はしぼんでしまうが、キカラスウリは午前中くらいまでは花を開き続けています。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を
持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

みどり幼児園 子どもの遊びこむ力！を育む  

 みどり幼児園は、東京都から幼稚園
類似施設として認可されている施設で
す。八王子市にはたくさんの幼稚園が
あるがそれとは一線を画している。大
きな違いは、父母運営の子供を真ん中

にした保育が出来るということだろうか。HP を見ると保
育内容がよくわかるので参考までにご覧ください。 

 

① 豊かな自然に囲まれた高尾山の麓にある、かつて小
学校の分校だった所を改装しているが、園舎も園庭
もたくさんの人が関わって素敵な施設がたくさんあ
り、田植えを教えに福島県から来てくれる人たちが
いる。（タウンニュースで紹介）稲の種まきから刈り
取り脱穀、もみ殻むきをしてご飯を食べるのだそう
だ。こんな経験はなかなか出来ないのではと感心す
る。その他に、ブルーベリー、サクランボ、柿、ゴー
ヤなど育てている。ボランティアの人が一緒に手
伝っている。また、駒木野庭園近くには 3a の畑があ
りイチゴ、ジャガイモ、サツマイモを育てようと計画
している。地域の人たちに愛されている所以である。 

② 遊びこむ力！を育んでいる。これが保育のかなめだ
と園長先生が力を込めて話していた。虫取
り花摘み、泥んこ遊び、近くの川にはホタル
が出る。ハイジのブランコが桜の木にか
かっている。人目を引くのはミニハウス、ツ
リーハウス、ウッドデッキツリーハウスが
大きなクスノキにかかっている。どれも遊
び心いっぱいである。これらは園を愛する

人たちが作ったものだそうだ。園を愛する人の思い
が込められている。 

③ 少人数縦割り活動。主に３歳から５歳児が中心「か
ぜ」と「そら」組に分かれている。好奇心を大切に、
五感を使っての遊びが探求心や協調性を育んでいる。 

④ 食育への取り組み。野菜畑や田んぼがあり、そこで収
穫したものをお誕生日会などで子供たちが昼食とし
て調理をしている。子供のころからの食育はその後
の食事や生き方にもかかわってくるのではと期待し
ている。 

先生に園の特徴を聞くとすかさず「子供が生き生きと活
動する」「遊びこむことを大切にしている」「思ったこ
とを自由に言えて、それを受け入れる保育をしている」
と。要するに「子供の気持ちを大切にしている」とのこ
とである。 

保護者に聞くと「子供が自由にやりたいことが出来る」
「生き生きしている」と返答が返ってきた。子供を真ん
中にして地域も保護者もみんなで力を合わせて関わるそ
んな保育があるのは珍しいことかもしれないと思う。 

 みどり幼児園は、７０年ほど前に浅川の河川敷で近く
の農家の方が子供を保育する場所を作ったことがきっか
けで誕生した。その後、１７年ほど前に分校として使わ

れていた小学校に場所を移転したと聞く。そんな保育だ
からこそ、たくさんの人の思いが込められている。長く
かかわっている G さん。M さん。長年ボランティアをし
てくれる人たちが沢山いる。最近は TV 番組でヒロミと
タッキー（八王子会メンバー）が園の改築や椅子テーブル、室
内遊具など手作りしたのも話題となっ
た。（右写真） 

「都が認定しているので、保護者負担軽
減補助の対象になっている。教職員と保
護者が運営にかかわる。本当に必要な環
境を追及して実践している。」と HP にあ
る。 

見学に行ったこの日は、真夏のような暑
い中、子供たちは稲刈りをしていた。保
護者も参加して稲を運ぶ姿が逞しい。か
けがえのない幼時期に自然に触れ、たく
さん遊ぶことは貴重な経験になる。レイ
チェル・カーソンが「センスオブワン
ダー」と言った子供の感性はこんな風に
して育まれていくのではないだろうか。
子供にとって大事なことって何なのか

と考えさられた。皆さんはどう思われますか。 

帰りに園長先生から「隣の梅園で採れた梅ジュースです」
と冷たいジュースをいただいた。そういえば
ここは、春には梅園で有名なところだったこ
とを思い出した。梅の酸味がおいしくのどを
潤した。今時珍しい保育を愛する人たちに
よって支えられている素敵な「みどり幼児
園」！是非見学に行かれてみてはいかがで
しょうか。住所：裏高尾６７４ TEL：042‐661‐8147 

（文責 関谷） 

粕谷和夫の観察日記 
秋は、スズメバチが活発になります。八王
子・宇津貫緑地のフクロウ用の巣箱に今
年の春もフクロウが営巣してくれました。
その巣箱が今、スズメバチに占領されて
いるのに気が付きました。冬になればス
ズメバチの巣は「空」になるので、冬を
待って巣箱の清掃をします。 

 

八王子犬目町の清水公園を覗いてみたら、
オシドリが飛来していました。今季初認で
す。池に４羽いて草陰に休んでいました。
今の時期はエクリプスと言ってすべてがメ
スのような地味な羽を付けています。これ
から冬を迎えるとオスはオスらしい派手な
羽根模様に変身します。 
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特別号 
 
紅葉台新聞で連載してくださっている粕谷会
長をはじめカワセミ会の皆さんが３８年間に
わたって観察・調査してきた論文が「東京都公
園協会賞・最優秀賞」を受けました。東京新聞
の記事になりましたので記念に紹介します。 
２０２３．１１．１４朝刊 


